
そ
う
し
た
隅
々
に
わ
た
る
職
人
技
が
、
こ
の
建

物
の
屋
根
に
お
い
て
も
、
そ
の
美
し
さ
を
一
層

輝
か
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
だ
。

　

城
山
の
麓
に
あ
る
名
建
築
を
も
う
二
例
。
旧

私
立
松
山
女
学
校
正
門
と
宣
教
師
館
。
つ
ま
り

は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街
に
あ
る
、
現
在
の
松
山
東

雲
中
学
・
高
等
学
校
で
あ
る
。
こ
の
門
を
見

て
、
観
光
客
の
多
く
は
、
い
や
地
元
の
人
で
も

少
し
変
わ
っ
た
松
山
城
の
城
門
、
位
に
思
っ
て

通
り
過
ぎ
る
人
が
過
半
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
昭
和
３
年
に
登
場
し
た
こ

の
門
は
タ
ダ
モ
ノ
で
は
な
い
。
設
計

は
、
横
浜
を
中
心
に
活
躍
し
た
ア
メ

リ
カ
人
建
築
家
Ｊ
．
Ｈ
．
モ
ー
ガ
ン
。

丸
ビ
ル
の
設
計
技
師
長
と
し
て
来
日

し
、
当
然
ビ
ル
や
洋
館
を
得
意
と
し

た
彼
の
作
品
群
の
中
で
も
、
こ
の
門

だ
け
は
異
色
中
の
異
色
。
理
由
は
、

当
時
の
松
山
女
学
校
３
代
目
校
長
オ
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伊予絣の創始と
縞売りの女たち

かすり

しま

松山エリアの近代化遺産巡り
・・・戦災を経てなお語り継がれるもの・・・

主
義
的
な
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
建
築
は
時
代
を
写

す
鏡
で
も
あ
る
。

　

次
に
萬
翠
荘
。
こ
ち
ら
は
大
正
11
年
、
同
じ

く
木
子
の
設
計
に
し
て
県
下
初
の
本
格
的
Ｒ
Ｃ

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
造
洋
館
。
現
在
は
国

重
要
文
化
財
。
こ
の
建
物
の
特
徴
は
数
々
あ
る

が
、
屋
根
材
に
葺
か
れ
た
天
然
ス
レ
ー
ト
、
玄

晶
石
に
つ
い
て
少
し
。
建
て
替
え
ら
れ
た
伊
予

鉄
道
後
温
泉
駅
の
屋
根
に
も
同
素
材
が
見
ら
れ

る
が
、
昨
今
で
は
何
よ
り
こ

の
屋
根
材
を
有
名
に
し
た
の

は
あ
の
東
京
駅
の
修
復
工
事

で
あ
る
。
そ
の
素
材
供
給
地

宮
城
県
雄お

勝が
つ

町
で
は
、
出
荷

直
前
に
東
北
大
震
災
で
被
災

し
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
る
こ
と
で
何
と
か

東
京
駅
の
修
復
が
間
に
合
う

と
い
う
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

　

司
馬
遼
太
郎
の
小
説「
坂
の
上
の
雲
」に
よ
っ

て
、
明
治
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
時
代
の
舞
台

と
な
っ
た
城
下
町
松
山
。
し
か
し
こ
の
街
は
、

残
念
か
な
昭
和
20
年
７
月
26
日
深
夜
、
米
軍
に

よ
る
大
空
襲
に
よ
っ
て
市
街
地
の
大
部
分
が
被

災
し
た
。
直
後
は
、
城
山
だ
け
が
異
様
に
目
立

つ
、
い
わ
ゆ
る
焼
け
野
が
原
状
態
と
化
し
た
。

　

そ
う
し
た
未
曾
有
の
歴
史
体
験
を
経
て
な

お
、
遺
さ
れ
守
り
継
が
れ
た
モ
ノ
た
ち
が
あ

る
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
貴
重
な
歴
史
遺
産
を

巡
る
旅
。

　

ま
ず
は
県
庁
舎
。
木
子
七
郎
の
設
計
に
よ

り
、
昭
和
４
年
に
竣
功
し
た
４
代
目
の
庁
舎
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
。
構
造
は
、
後
に
東
京
タ

ワ
ー
な
ど
で
有
名
に
な
る
耐
震
構
造
の
父
、
内

藤
多
仲
。
当
時
の
流
行
も
あ
り
、
中
心
性
の
あ

る
左
右
対
称
、
比
翼
の
構
成
は
、
ズ
バ
リ
権
威

愛媛県庁　正庁内観

萬翠荘

旧宣教師館(みつばハウス)

�旧私立松山女学校正門
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改
修
の
相
談
を
受
け
、
専
門
家
を
紹
介
し
何
と

か
再
生
修
復
出
来
た
の
が
今
の
姿
。
意
識
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
リ
レ
ー
が
程
良
く
奏
功
し
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
う
し
て
目
に
す

る
事
が
出
来
る
有
り
難
さ
を
思
う
。

　

最
後
に
、
萬
翠
荘
と
同
じ
大
正
11
年
建
築
の

旧
制
松
山
高
校
講
堂
“
章
光
堂
”
を
ご
紹
介
し

て
稿
を
終
え
よ
う
。
こ
ち
ら
は
木
造
な
れ
ど
、

昨
春
に
は
耐
震
改
修
が
施
さ
れ
、
ド
ー
マ
ー
窓

も
復
元
、
国
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値

に
耐
え
る
往
年
の
姿
が
蘇
っ
た
。
何
よ
り
玄
関

を
支
え
る
８
本
の
み
な
ら
ず
、
内
観
の
一
、二

階
、
そ
の
四
周
に
巡
る
白
い
ト
ス
カ
ナ
式
円
柱

の
連
続
が
圧
巻
で
あ
る
。
静
謐
な
大
空
間
の
中

に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
華
や
ぎ
が
感
じ
ら

れ
、
こ
う
し
た
場
で
学
ぶ
情
操
効
果
に
つ
い
て

異
論
の
余
地
は
無
い
、
そ
う
思
わ
せ
る
力
が
そ

こ
に
あ
る
。

事
件
、
次
い
で
11
年
に
二
・

二
六
事
件
が
起
き
、
同
13
年

に
は
国
家
総
動
員
法
で
あ

る
。
そ
ん
な
時
代
風
潮
を
象

徴
す
る
の
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様

式
の
対
極
に
あ
る
こ
の
帝
冠

様
式
で
、
東
京
の
九
段
会
館

が
有
名
。
教
育
会
館
と
い
う
用
途
に
お
い
て
、

ま
さ
に
皇
民
化
教
育
の
場
と
し
て
相
応
し
い
時

代
の
衣
が
着
せ
ら
れ
た
の
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
建
築
ス
タ
イ
ル
を
比
較
し
て
面
白
い

の
が
、
ほ
ど
近
く
に
あ
る
昭
和
３
年
築
の
旧
松

山
測
候
所
（
現
松
山
地
方
気
象
台
）。
先
の
建
物

と
違
っ
て
、
こ
ち
ら
は
ま
だ
時
代
の
切
迫
感
が

漂
っ
て
い
な
い
。
同
じ
昭
和
な
が
ら
、
こ
ち
ら

は
左
右
非
対
称
以
外
は
塔
屋
部
分
の
装
飾
な

ど
、
正
統
の
洋
風
建
築
で
、
何
よ
り
も
雰
囲
気

が
明
る
く
、
空
の
青
さ
が
映
え
る
。
文
学
的
表

現
を
す
れ
ば
、
こ
の
後
し
ば
ら
く

し
て
暗
い
時
代
へ
と
天
候
が
急
変

し
て
ゆ
く
。

　

小
品
な
が
ら
可
愛
ら
し
い
煉
瓦

建
築
が
通
り
を
は
さ
ん
で
好
対

称
を
成
す
。
昭
和
31
年
に
愛
大
生

の
奉
仕
作
業
や
信
徒
の
浄
財
に

よ
っ
て
、
戦
後
復
興
で
建
て
ら
れ

た
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
。
が
、
平
成

13
年
の
芸
予
地
震
被
害
で
風
前
の

灯
に
。
当
時
の
管
理
者
か
ら
耐
震

バックナンバー　http://www.ecpr.or.jp/products-my-town-backnumber/“MY TOWN”うぉっちんぐ

リ
ー
ブ
・
ホ
イ
テ
に
あ
る
。
松

山
城
東ひ

が
し
く
る
わ

郭
に
立
地
す
る
環
境
配

慮
か
ら
、「
全
校
舎
群
を
城
郭
型

建
築
に
」
と
い
う
指
示
が
出
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。
さ
ぞ
や
モ
ー
ガ

ン
も
面
喰
ら
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

も
し
ご
存
命
な
ら
当
時
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
経
緯
の
心
境
を
聞
い
て
み
た
い
と
こ

ろ
だ
。
他
は
全
て
先
述
の
戦
災
で
灰
燼
と
帰
し

た
が
、
こ
こ
だ
け
が
焼
け
残
っ
た
。

　

一
方
の
宣
教
師
館
は
、
そ
の
焼
土
か
ら
昭
和

24
年
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
事
務
所
に
よ
り
見
事

に
復
興
し
、
現
在
は
そ
の
校
章
か
ら
「
み
つ
ば
ハ

ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
同
窓
生
や
在
校
生
た
ち
の
諸

活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
第
６
代
校

長
Ｃ
．
Ｓ
．
ジ
レ
ッ
ト
の
住
居
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
西
へ
、
北
持
田
町
へ
行

く
と
、
昭
和
12

年
建
築
の
近
代

和
風
、
県
教
育

会
館
が
あ
る
。

県
内
で
は
希
少

な
帝
冠
様
式
と

い
う
時
代
が

か
っ
た
建
築
ス

タ
イ
ル
。
同
６

年
の
満
州
事
変

に
始
ま
り
、
翌

年
の
五
・
一
五

愛媛県教育会館

松山測候所

聖アンデレ教会

旧制松山高校　章光堂
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